
議
会

第
5
回

定
例
会

　

平
成
27
年
日
野
町
議
会
第
５
回
定
例
会

が
、
12
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で
の
22
日
間

に
わ
た
っ
て
開
会
さ
れ
、
提
案
が
あ
り
ま

し
た
14
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
ま
し
た
議
案
は
、
す
べ
て
原

案
ど
お
り
同
意
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
中
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
平
成
26
年

度
決
算
に
か
か
る
日
野
町
一
般
会
計
ほ
か

８
会
計
の
議
案
は
、
原
案
ど
お
り
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
件
の
請
願
審
査
が
行
わ
れ
、

１
件
の
意
見
書
決
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
被
用
者
年
金

制
度
の
一
元
化
が
図
ら
れ
、
平
成

27
年
10
月
1
日
か
ら
共
済
年
金
が

厚
生
年
金
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
関
係
規
定
の
整
理
を
行
う

も
の
で
す
。

◆
日
野
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
な
ど
の
規
定
に
基
づ
き
、

納
税
猶
予
制
度
の
見
直
し
、
町
た

ば
こ
税
の
特
例
の
廃
止
と
経
過
措

置
に
伴
う
規
定
の
整
備
の
ほ
か
、

番
号
法
の
施
行
に
伴
い
申
請
書
等

へ
の
記
載
事
項
に
個
人
番
号
ま
た

は
法
人
番
号
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。

◆
日
野
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

平
成
26
年
9
月
26
日
に
公
布
し

ま
し
た
日
野
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
、
施
行
日
の
一
部
に
誤
り

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

補

正

予

算

◆
一
般
会
計

　

1
億
4
千
4
4
6
万
7
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
は
83
億
5
千

9
0
2
万
8
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

増
額
補
正
の
主
な
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

歳　

出

☆
地
方
創
生
交
付
金
事
業
（
地
方

創
生
先
行
型
）�

2
千
万
円

☆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

�

1
千
8
4
2
万
1
千
円

☆
障
害
者
総
合
支
援
事
業

�

2
千
3
3
2
万
6
千
円

☆
公
立
保
育
所
運
営
事
業

�

1
千
9
6
3
万
3
千
円

☆
国
庫
補
助
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
費�

1
千
万
円

☆
繰
上
償
還
元
金�

4
千
62
万
円

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

療
養
給
付
費
の
増
加
等
に
伴
い

4
千
12
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
は
25
億
2
千
4
8
6
万
3
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

　

介
護
給
付
費
の
増
加
等
に
伴
い

保
険
事
業
勘
定
に
5
千
6
9
1
万

2
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は

18
億
5
千
9
4
7
万
2
千
円
に
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
に
4
万

2
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は

5
8
3
万
1
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
水
道
事
業
会
計

　

漏
水
修
理
等
の
増
額
に
よ
り
、

収
益
的
収
支
の
支
出
予
定
額
を

減
少
、
同
組
合
の
規
約
の
変
更

お
よ
び
財
産
処
分
に
つ
い
て

　

近
江
八
幡
市
が
、
平
成
28
年
3

月
31
日
を
も
っ
て
八
日
市
布
引
ラ

イ
フ
組
合
を
脱
退
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
規
約
の
変
更
を
行
い
ま
し

た
。財

産

の

取

得

◆
日
野
・
南
比
都
佐
小
学
校
教
育

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
機
器
の
更

新
に
伴
い
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ

ン
等
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

・
取
得
の
相
手
方

�

キ
ノ
ン
ビ
ク
ス
株
式
会
社

・
取
得
金
額

�

３
千
２
２
３
万
８
千
円

指
定
管
理
者
の
指
定

◆
町
立
公
共
施
設
の
う
ち
、
次
の

4
施
設
に
つ
い
て
、
現
在
指
定

し
て
い
る
指
定
管
理
者
に
引
き

続
き
管
理
を
行
な
わ
せ
る
も
の

で
す
。

　

日
野
町
農
業
構
造
改
善
事
業
施

設
（
滋
賀
農
業
公
園
）
は
株
式
会

社
フ
ァ
ー
ム
に
、
日
野
町
林
業
セ

ン
タ
ー
は
滋
賀
中
央
森
林
組
合

に
、
日
野
町
勤
労
福
祉
会
館
は
社

会
福
祉
法
人
日
野
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
、
日
野
町
町
民
会
館
わ
た

む
き
ホ
ー
ル
虹
は
日
野
町
文
化
振

興
事
業
団
に
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
す

る
も
の
で
、
期
間
は
平
成
28
年
4

月
1
日
か
ら
5
年
間
で
す
。

条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど

◆
日
野
町
非
常
勤
の
職
員
の
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施

行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

制
定
公
布
に
伴
い
必
要
な
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

人

事

案

件

◆
日
野
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　

畑は
た

野の

公き
み

夫お

委
員
が
、
平
成
27
年

9
月
20
日
に
死
去
さ
れ
た
た
め
、

後
任
と
し
て
、
長な

束つ
か

晶あ
き
ら

氏
（
中
之

郷
）
を
選
任
す
る
同
意
が
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期

間
と
な
り
、
平
成
28
年
3
月
31
日

ま
で
で
す
。

規

約

の

変

更

◆
八
日
市
布
引
ラ
イ
フ
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
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5
6
7
万
4
千
円
増
額
し
、
5
億

9
千
3
7
6
万
8
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
北
山
主
要
幹
線
老
朽
管

耐
震
化
工
事
費
の
国
庫
補
助
金
の

確
定
に
伴
う
事
業
精
査
に
よ
り
、

資
本
的
収
支
の
支
出
予
定
額
を
2

千
3
百
万
円
減
額
し
、
1
億
1
千

6
7
2
万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

請　
　
　
　
　

願

◆「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠

償
法
（
仮
称
）」
の
制
定
を
求
め

る
請
願
書　

�

不
採
択

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
「
大
筋
合
意
」
に

関
す
る
意
見
書
を
求
め
る
請
願

書�

採　

択

意

見

書

決

議

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
「
大
筋
合
意
」
に

関
す
る
意
見
書
決
議
つ
い
て

�

可
決
決
議

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局　

☎
�
6
5
5
1

◆問い合わせ先　企画振興課企画人権担当　☎526552

～キラリと輝く日野町を未来につなぐために共に考えましょう～
　人口減少、少子・高齢化が進む中、全国各地で地方創生の取り組みが進められ、日野町では、「第５次日
野町総合計画」の中間点検の実施と「日野町くらし安心ひとづくり総合戦略」を策定し、取り組みを始めて
います。このことから、今、まちづくりに求められることを住民の皆さんと共有し、今後の取り組みに活
かしていくため、フォーラムを開催します。これからの日野町について共に考える機会として、ぜひ、ご
来場ください。

●日　時：平成28年2月14日（日）午後1時30分から（受付：午後1時00分開始）
●会　場：日野公民館ホール

●内　容：第１部　特別講演：未来につなぐまちづくり　　講　　師：東京大学　神野直彦名誉教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地方財政審議会会長
　　　　　第２部　パネルディスカッション　　テ　ー　マ：キラリと輝く日野町を未来につなぐために
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コーディネーター：只友景士（龍谷大学政策学部教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パネリスト：日野町総合計画懇話会委員他●その他：参加費、申し込み不要

自治の力で輝くまちづくりフォーラムを開催します

◆問い合わせ先  農林課農政担当  ☎526563

農家の皆さんの日野菜づくりを応援しています

１． 土づくり補助金
　日野菜を作付けする畑地の土づくりとしての堆肥散布
の経費に対して補助します。
【補 助 率】経費の10分の3
【補助要件】
　①畑地（畑地利用している水田を含む）への完熟堆肥の散布
　②1aあたり100kg以上の散布量
　③翌年度に日野菜を生産・出荷すること
【補助対象】
　　今年度分は平成28年3月末までの堆肥散布に補助し
ます。（翌年度も補助予定ですが詳細は未定です）

【申請方法】
　　事前に申請してください（申請書は農林課にあります）。

　日野菜の生産のためのビニールハウス設置の経費に対
して補助します。
【補 助 率】経費の1/2（補助上限額50万円）
【補助要件】
　①施設面積が150㎡以上
　②申請時に生産出荷計画書を提出すること
　③翌年度に日野菜を生産・出荷すること
【補助対象】
　　今年度分は平成28年3月末までのハウス設置に補助
します。（翌年度も補助予定ですが詳細は未定です）

【申請方法】
　　事前に申請してください（申請書は農林課にあります）。

２． ビニールハウス設置補助金

　日野菜は、日野町を発祥地とする歴史ある伝統野菜です。この日野町で守り、受け継がれて
きた日野菜をこれからもさらに振興していくためにも日野菜を生産・出荷する農家の皆さんへ
の補助制度を設けています。ぜひご活用ください。（詳しくは、お問い合わせください。）
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